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平成25年度 室蘭市社会福祉協議会事業計画

自然災害としては戦後最悪となった東日本大震災から早、 2年が経過しました。これ

まで多くの国民はもとより海外からの義援金やボランティア活動により、被災者への支

援がなされてきました。

また、集まった義援金の殆どが被災者に配分されるとともに、義援金の受付期間の延

長が決まる一方で、ボランティアが減少している中、行政のリードによる被災者への生

活再建策を始め、スピードある復興が期待されます。

さて本会は、社会福祉法人の認可を受けて法人登記後、今年で 60周年を迎えます。

これまで、会員として会費の納入あるいは、御寄附をいただいた町内会・自治会を始め

団体・企業・そして、ボランティア等多くの市民の皆様に御支援を賜り厚く御礼申し上

げます。

60周年となる今年度は、初めてとなる記念誌の発行や社会福祉大会の充実を図ります。

また、第4期地域福祉実践計画の計画期間の中間年でもあり、地域での支え合いをさら

に推進して行きます具体的には「サロン事業の普及」として高齢者・子育てに限らず、

地域住民の交流サロンへの支援を開始します。これは、立上げの資金は市の「まちづく

り活動支援補助金」を活用し、期間経過後は、運営費として本会が支援するものであり、

既にサロン実践者との意見交換会を開催し、その結果をどう反映していくか検討中で、

年度中の開始を目指します。

また、今シーズンの「雪かき応援Jは対象地域を市内全域とした成果を踏まえ、将来

に向けて小学生を対象に「ボランティアの心Jを養うための『ちびっこ雪かきレンジャ

ーコンテスト』を実施します。

第4期の計画以外では、要介護・要支援を受けていない高齢者を対象として、介護保

険施設等で傾聴や趣味の指導などをボランティアとして活動し、その活動にポイントを

与え、ポイン トに応じ現金を支給することで介護予防を図り、高齢者がよ り健康でいき

がいのある暮らしを送ることを目的とする「介護支援ボランティア制度」の事業を市か

ら受託し、 26年 1月からスタートします。

次に権利擁護として、高齢や障がいにより生活費の管理が一人では困難な方などの公

共料金の支払いや預貯金からの生活費の払い戻しなどを支援する『日常生活自立支援事

業』を 1年前倒しで、北海道社会福祉協議会から受託します。

さらに、財産管理や契約行為を行う成年後見について、弁護士や司法書士だけではな

く、社協自体が後見人となり、市民後見人の育成等を行う「成年後見センターJ設置に

向けて、室蘭市と共同で準備を進めていきます。

本会として 60周年を期に、まさに行政と両輪のごとく、さらには社協の独自性を積

極的に打出した事業を展開する所存であります。

重点推進項目

1 . 一人暮らしの方の自立支援をする社会的ネットワークの構築

2. 災害ボランティアの組織作りやボランティアポイント制度を活用したボランティアの普及

3. 地区社協と協働による実践計画の確実な実施



|新年度のあらまし|

1 法人運営事業の推進

事 業

(1)理事会及び評議員会の

開催

(2)監査の実施

(3)基本財産の管理

(4)会員会費制の拡大と推進

(5)福祉基金の管理

(6)事務局体制の整備と強化

(7)事務事業の簡素・効率化

(8)災害時の通信体制の強化

特定財源の凡例。市補助金収入 O市受託金収入

A道社協補助金収入口道祉協受託金収入

。共同募金助成金

概要〈太字は、推進強化する項目です。〉
関係予算

(単位:千円)

* I定款」に基づき、必要に応じて理事会及び評議員会を開催

します。
249 

*事業の実施状況と財務の執行状況等の監査を、 3ヶ月ごとに
5 

年 4回実施します。

* I定款j に基づき、基本財産の管理を行し、ます。

(基本財産 1，200，000円)

* I会員及び会費規程jに基づき、関係機関団体と連携して会員の

拡大と推進を行います。

* I福祉基金設置規程Jに基づき、管理を行います。

*前年度分の、指定寄附以外の寄附を積立します。 879 

(平成 25年 2月末現在福祉基金総額 54，700，000円)

*社協事務のほか、 6関係団体の事務を運営する職員体制の維

持強化を図り、事業等の推進を行います。

*競争入札の拡充・見積り合わせの徹底

*事務経費の見直・削減

*咋年の大規模停電時における通信体制の反省を踏まえ、携帯電

話を設置。また、外勤時における通信手段として活用します。
70 

2. 調査・広報事業の推進

事 業 概要〈太字は、推進強化する項目です。)
関係予算

(単位.千円)

(1)各調査関係資料収集の *各種事業に必要とする調査と関係資料の収集を実施します。

実施

(2)各種研修会、研究協議会 *北海道社会福祉協議会を始め、関係団体の研修会等に参加し

の参加 ます。 729 

*職員のスキルアップのための研修に積極的に参加します。

(3) 関係機関、研究協議会と *本会の事業に係わる関係機関、関係団体との連絡調整を行い

の連絡調整 ます。

(4)第 55回室蘭市社会福祉 *室蘭市 ・室蘭市共同募金委員会と共催で、式典と講演を開催

大会の開催 します。
O@ 583 

口8月 28日(水)開催・会場は室蘭市民会館を予定
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(5) 60周年記念事業 *本年は、社会福祉法人として認可圃設立、法人登記後 60周年

となることから、上記の福祉大会の充実とともに、初めてと 1，430 

なる記念誌を発行します。

(6)広報誌「福祉だより Jを * I福祉だより」を「広報むろらん」の折込みにより、全世帯

全世帯等への配布 に配布し、社協事業の PRと運営情報の公開を促進します。
。791

， 

(7)報道機関への情報提供 *各種の事業が数多く報道機関に取り上げられるように積極的

に情報等の提供を行います。

(8)広報活動の推進 *ホームページ・地域開放送 IFMびゆ""'J・室蘭民報「社協だ

より」などを通して、福祉・ボランティアの情報提供を広く 。258

市民の方々へ行います。

3. 地域福祉活動事業の推進

事 業 概要〈太字は、推進強化する項目です。)
関係予算

(単 位千 円)

(1)地区福祉協議会活動の

推進

(ア)ふれあい昼食会の 1*70歳以上の一人暮らし高齢者を対象に昼食やレクリエーショ

実施 | ン等を通して、孤独や悩みごと、心配ごとの解消と参加者の親

睦を図るために「ふれあい昼食会Jを実施します。

*助成金単価 800円/人

(イ)小地域ネ ットワー l①「たすけあいチーム」の推進と充実

ク活動事業の推進 1*要支援高齢者などが地域で安心して暮らせるよう、室蘭市や地

。1，813

と強化 域包括支援センターなどと連携し、福祉委員並びに協力員によ

る「たすけあいチ}ム」の促進を図ります。

* Iたすけあいチーム」活動に必要な情報は、「福祉台帳Jを作成

し管理活用を行います。

* rたすけあいチーム』対象者に“元気印の青い旗"を配付し、

自分が元気であることを発信する運動を実施します。これによ

り地域見守り活動の充実を図ります。

* rたすけあいチームJ対象者に誕生日のハガキを送り、地域と

のつながりを実感してもらい、高齢者が気軽に生活相談などを

行える環境を整えていきます。

<> 450 

②オジャマコールサービスの充実

*在宅の一人暮ら し高齢者で近隣住民との交際もあまり積極的で

ないが、話し相手を求めている方に電話による声掛けで心の安

らぎと悩みごとのアドバイスをして、在宅で安心な生活を送っ

てもらうために行います。

。152
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(ウ)福祉委員活動の

推進

(2)子育てサロン事業の

実施

(3)高齢者サロン事業の

実施

(4)地域サロンへの支援

(5)火災見舞金の贈呈

* r地域福祉の拠点」である地区福祉協議会と共に、地域ネット

ワークの再構築に向けた取り組みを進めます。

*福祉委員全体研修を実施します。

全体研修:タイトルは未定

代表者研修:北海道社会福祉協議会胆振地区事務所主催の研修

会に参加(開催地:厚真町)

*本会と、第 2地区・第 7地区民生委員児童委員協議会及び第 8~也

区福祉協議会が共催で、子育ての相談やレクリエーション等を行う

「子育てサロンjを実施します。

*本会と第 2地区・第 7地区民生委員児童委員協議会及び第 12地

区福祉協議会が共催で、 高齢者の交流の場を設け、閉じこもり防

止、生きがいづくりや健康増進を目的として実施します。

*子どもや高齢者に限らず、世代が交流できる場としての地域サ

ロンへの支援方法を研究し、助成を開始します。

*被災世帯(室蘭市災害見舞金支給の対象者を除く)に対し、見

舞金を贈呈します。

(1世帯 20，000円=前年度と同額)

(6)情報システムの運用. 1*地域見守り活動の充実を目的に、福祉台帳管理システムと地図

(7) 見守り携帯の貸与と

調査

システムの運用を開始し、市高齢者情報システムとの情報共有

します。

*地図システム活用による住民流支え合いマップ調査事業の支援

を行います。

*平成 23年度に貸与を開始した「見守りセンサー付き携帯電話』

の貸与管理及び、利用者・家族への使用状況アンケートを実施

。1，766

。300

。188

。350

<> 400 

し、地域見守り活動と見守りセンサー機器の補完関係を調査し I 126 

ます。

(貸与期間:平成 26年 3月まで)

4. ボランティア活動事業の推進

事 業 概要〈太字は、推進強化する項目です。〉
関係予算

(単位 千円)

( 1)ボランティアセンターの *ボランティア専任コーディネーターによる労力・技術ボラン

管理運営 ティアの受入・斡旋や、活動・ボランティア団体との連絡調

整等を行います。

*ボランティアセンター登録団体の情報発信 。20

ボランティア団体の活動を広く周知するため、登録団体一覧

をホームページに掲載します。

(2) rボランティアだより jの *ボランティア活動普及・啓発のために発行を行います。

発行 (毎月 1回発行 室蘭市など関係機関へ 850部配布)
。121

4 



(3) ボランティア団体への *室蘭市ボランティア連絡会に加入している団体に対して活動

助成 費の一部を助成します。

口平成 25年度 21団体 (予定) 。1，875
口平成 24年度 19団体

(4) ボランティア養成講座の ①はつらつ福祉ボ、ランティア講座の開催

開催 《一般向け講座》

* rボラ ンティア体験月間jの一環として 7月""'8月にかけて、

ボランティ ア体験講座を開催し、市民のボラ ンティアに対す

る意識の高揚啓発を行います。

《出張教室〉 。@300 
*小中学校を中心に、福祉教育授業と関連性を持たせた体験学

習を実施し、児童・生徒の福祉に対する心を育みます。また、

学校以外にも地域社会にボランティ アの輪が広がる よう企業

や団体の要請にも対応します。

②ボランティアの集いの開催

*各分野で活躍しているボランティア実践や市民が、 事例研究

等を行うために開催します。
。50

(5)学童 ・生徒のボラ ンティ *北海道社会福祉協議会と連携し、児童・生徒に福祉教育の機

ア活動の普及事業 会を提供することを目的に、活動助成金を交付します。

口協力校 :4校(予定)
。350

(6)雪かき応援 *高齢者の雪かきを応援するため、ボランティアのコーディネ

ー トを行います。地域ネットワークを広げ、今シーズン同様

に対象地区を全市とします。

*雪かきを通して「人の役に立つことができた』という体験を

得て、『ボランティアの心』を養うことを目的に、小学生を対 。470

象に雪かきで感じたことや学んだことを感想文に書き、雪か

きの写真を添えて投稿する『ちびっこ雪かきレンジャーコン

テスト』を実施します。

(7)子育て応援 *子育てを手伝ってほしい方を応援するため、ボランティアの

コーディネートを行います。 66 

(8) 災害ボランティアに ホ災害ボランティアに関する研修会等を実施します。

向けた取り組み 。100
〆

(9) ボランティ ア保険の加入 *全国社会福祉協議会と連携し、ボランティ ア活動中での傷害

促進 と賠償のために保険の加入促進を行います。

5 



5. 老人・障害者・児童・母子福祉事業の推進

事 業 概要〈太字は、推進強化する項目です。〉
関係予算

(単位 .千円)

(1)車椅子の無料貸出の実施 *在宅で介護を要する高齢者等に車椅子の無料の貸出を実施し

ます。
50 

(2)紙おむつ、 清拭布の無料 *在宅で介護認定が要介護 4・5の方を対象に尿とりパッドま

支給 たは、平おむつを支給します。

(室蘭市の家庭介護用品支給事業の利用者を除く。)

口尿とりパッド等 1人・月 30枚程度 。420

清拭布は介護認定不問で福祉施設等にも支給します。

口清拭布 1人・月 300枚程度)

(3) 障がい者の社会参加と ノ *障がい者の社会参加の促進とノーマライゼーションの理念の

ーマライゼーションの理念 普及に努めます。

の普及

(4)むろらん障害者デーへの *障害者デーの祭典「ふれあいまつり Jへの協力を始め、室蘭

協力・参加 市ボランティア連絡会と共催で「福祉ノ〈ザーJを開催します。 。90

(開催日 9月 8日予定)

(5)愛の入学プレゼン ト *要支援世帯の小中学校に新入学する児童・生徒に入学祝金を 。150
贈呈します。 (1人 5，000円)

(6)交通遺児へ援護金の贈呈 *交通事故により死亡した生計中心者が扶養していた満 18歳

未満の遺児に援護金を贈呈します。 。205

(1人 20，000円)
L 

6. 相談・生活福祉資金貸付事業の推進

事 業 概要〈太字Iま、推進強化する項目です。〉
関係予算

(単位 .千円)

( 1)心配ごと相談所の運営 *悩みごとや心配ごとのある市民に対しての相談業務を行いま

す。 400 

*一時的困窮者への現物支給制度を検討します。

(2)生活福祉資金の相談援助 *北海道社会福祉協議会の委託を受けて、低所得者・障がい者

等世帯の自立更正と生活安定のために、貸付の相談援助を行

います。 ム口

*国の緊急雇用創出事業を今年度も活用し、貸し付け・相談 3，467 

業務を強化します。

6 



7. 権利擁護の推進

(1)権利擁護の推進 *高齢や障がいにより生活費等の管理が一人では困難な方など

の公共料金の支払いや預貯金からの生活費の払い戻しなどの
口 420

支援をする 『日常生活自立支援事業」を北海道社会福祉協議

会から受託します。

*さらに、財産管理や契約行為を行う成年後見について弁護士

や司法書士だけではなく、社協自体が後見人となり、市民後

見人の育成等を行う「成年後見センター」の設置に向け、市
119 

と共同で準備します。

8. 公益事業の推進

概要〈太字Iま、推進強化する項目です。〉
関係予算

事 業
(単位千 円)

(1)聴覚障害者等ファックス *室蘭市に居住する聴覚障害及び音声・ 言語機能障害、いずれ

購入助成事業の実施 も4級以上で、身体障害者手帳の交付を受けた学齢児以上の 。41
者が、現に在宅する世帯を対象にファックス購入費の一部助

成を実施します。

(2) 自動消火器・火災警報 *室蘭市に居住する要介護 4以上の介護認定を受けている 65

設置助成事業の実施 歳以上のねたきり高齢者、体幹機能障害・下肢機能障害・視

覚障害は 1級、聴覚障害は 2級の身体障害者手帳の交付を受

けている者(児)、要介護 1以上の介護認定を受けている 65 。319
歳以上の一人暮らし高齢者で、火災発生時の避難が著しく困

難な者が現に在住する世帯を対象に居間用、又は台所用等の

自動消火器や火災警報器購入、設置工事費助成と自動消火器

(自動消火装置)点検助成を実施します。

(3)布団乾燥サービス事業 *室蘭市に居住し、ねたきりで、あって要介護 4以上の介護認定

の実施 を受けている 65歳以上の高齢者、体幹機能障害 ・下肢機能

障害が 2級以上の者で、身体障害者手帳の交付を受けている 。162

者に該当し現に在宅する者を対象に布団の洗濯や乾燥サーピ

スを実施します。

(4)訪問サービス事業 *室蘭市に居住し、安否の確認が必要なおおむね 65歳以上の

の実施 一人暮らし高齢者等(親族及び近隣住民との交流があり、安

否の確認が可能な者は対象外とする。)を対象に乳酸菌飲料 1 @ 468 

本を毎日(日曜日及び 1月 1日から 1月 3日を除く。)対象

者宅へ届け、安否の確認を実施します。

(5)ふれあい市民農園 *高齢者が野菜や花づくりを通して、家族や多くの人たちとふ

の管理運営 れあう中から喜びと健康増進・生きがいを高めるため農園区 o 667 
画(lOmX10m)の貸付・管理をします。
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(6)介護支援ボランティア *要介護圃要支援を受けていない高齢者を対象に、介護保険施

事業の実施 設等で傾聴や趣味の指導などボランティアとして活動し、

その活動にポイントを付与し、ポイントに応じ、現金を支給

することで、介護予防を図り高齢者がより健康で生きがいの o 1，927 
ある暮らしを送ることを目的に行います。

1日1時間 1ポイント (100円)、1日上限2ポイント

年間上限 50ポイント

9. 貸付事業の推進

事 概要〈太字Iま、推進強化する項目です。)
関係予算

業
(単位:千円)

(1)福祉資金の貸付 *一時的に困窮する市民に無利子で貸付(通常上限 3万円)を

行います。
6，000 

1 O. 関係機関団体活動への協力・連携

概要〈太字Iま、推進強化する項目です。〉
関係予算

事 業
(単イ立:千円)

(1)民生委員児童委員への *本会に室蘭市民生委員児童委員協議会の事務局があ り、地区

協力 の民生委員児童委員活動へ協力を行います。

(2)赤い羽根共同募金運動及 *本会に室蘭市共同募金委員会の事務局があり、 10月 1日から

び歳末たすけあい運動へ の赤い羽根共同募金運動及び 12月 1日からの歳末たすけあ

の協力 い運動への協力を行います。 . 
(3) 日本赤十字社室蘭市地区 *本会に事務局があり、日本赤十字社の事業に協力を行います。

への協力

(4)室蘭市老人クラブ連合会 *本会に事務局があり、老人クラブ連合会の事業に協力を行い

への協力 ます。

(5)室蘭市ボランティア連絡 *本会に事務局があり、ボランティア相互の連絡調整と発展を

会への協力 目的としたボランティア連絡会活動に協力を行います。

(6)室蘭市介護保険サービス *本会に事務局があ り、介護保険サービスを行っている事業所

事業所連絡協議会活動へ で組織している連絡協議会の活動に協力を行います。

の協力

(7)室蘭市連合町会協議会と *本会が行っている地域福祉活動の充実を図るために、従来にも

の連携強化 増して連合町会協議会と積極的連携を進めます。 50 
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平成25年度 一般会計・公益事業特別会計・貸付事業特別会計資金収支予算総括表
(単位:千円)

収| 勘定科目 本年度予算額 前年度予算額 比較増ム減| 備考
支 1 jt)J A 1'-'1- El 1 . (A)" ，. 1 .'，  (s')" 1 (A-=B) 1 

1.会費収入 3，5501 3，5501 0 

経 収入 2寄附金収入 01 100 ム 100

常 3.経常経費補助金収入 35，6041 29，6611 5，943 

:1 ~助成金収入
に 5.受託金収入 3，7631 1，4661 2，297 

よ 6貸付金償還金収入 6，1001 6，800 ム700

収る 7.共同募金配分金収入 5，8721 6，249 ム377

支 8.負担金収入 1，7061 1，811 ム 105

9.利用料収入

10.雑収入 01 1 ム 1

11.党取利息配当金収入 381 43 ム5

12.会計単位間繰入金収入 1，3691 141 1，355 

13.経理区分間繰入金収入 5，7031 9281 4，775 

入計[経常活動収入計](1)1 63，1051 50，6231 13，082 

1.人件費支出 32，7221 24，2541 8，468 

~~事務費支出 6.3111 6町 ム244

3.事業費支出 18，5471 14，8991 3，648 

4.貸付事業貸付金支出 • 6，0001 6，500 ム500

5.会計単位間繰入金支出 1，3691 141 1，355 

6.経理区分間繰入金支出

経常支出計[経常活動支出計](2)

可見

1.固定資産売却収入

入|2.元入金収入

~À~~ I ~I 40~1 400 ム400

1.積立預金取崩収入

入~その他の収入
301 

2，506 1，653 853 

こよる資金減少額等

財務支出計[財務活動等支出計](8) 1 2，5061 1，6531 853 
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平成25年度 ・般会計資金収支予算書(集計表) (単位千円)

勘定科目 本年度予算額前年度予算額 比較増ム減 備考

(A) 1 (B) 1 (A-B) 

大 中 小 骨γd与ー白 ~Þ.bli古n、b. 15 r...，.全生、企合

2」501 3」50 O判 J'i':'B/回百守Uノヌミ貝 、 i且市ノ守

し会費』収 0 100 A100 

1121..そ寄の附他金の収寄入l C 100 ム 10C 

間1経常糧費璽補助金璽収貯金入堅収入 3Z47631A7 T28.6汀T9? 5~生活福祉資金制 l 

1 2運営費 三3色1I，，笠95047Z0 22主51，，主9564022 5，~|社ボラ協ど運テ営〈費±旦生翌
長 ふれあい事業費

.道社協助成金収入 1，17C 800 370 

5.受 M|121..A道市~~社受~/ ， 託協金受託収入金収入 1.170 800 3701生活福祉資 .買 手務費

&，明耳貸付1lμ~11金償一歳醐般還末募た制す金金限収げ入阻入分帥金下自収d喧入舎哩A
5，2791 5，451 ム 172
5931 7981 l::，. 205 

8.負担金収入 1.706 1311 ム 1051至 闘 T老人クラブ

9利用料収入 01 1 ム 1
10.れ収入

出[民間共一明二当金収入 01 1 ム 1

E収入 361 41 δ l川l幹欄g歪線間命。移伊町鳳拍万佐吋カホ嘗〉輔主主主副語主主主主三

11.受取:司息配当金収入 1，369 14 1，355 

12.会計 入金収入 5.7031 9281 4.775 
113.経理玄分間繰入金収入 淵 ω忠一言 制30r窓 :~I}:{::~ 

3 何人i".l .，p' I ' Uf:i!: ffi :1 1:l _ ~J' -~/'Þ .I ::J :VJ，.:J l' '. "~'/-:::)~;-:~ '~2 24，2541 8;468 

1人件r費語支蒋出 21，4641 15，213 6，2511職員給料

|支 6，3271 5，4391 888扶養手当他

|出 1
2・諸手当

49311 3，6021 1，329社会保険料他

|143..厚退職生手費当給与金 6311 6，555 ム244

2.事務費支出 2221 1561 6~里童全・町 i員会費用弁償他.会議費

|目2星報償空一費一 5071 473 企ム2923309436901予健事電A務算康務州使機書管用車保印却密品用刷脅料】険響}他料也也郵ス他1便4他料

14.消耗品費 6221 529 

広陥~役欧便香務則料及費印史岡貿実費信料 22571町氾32喝;1 2初3816715 7 8 

9.車輔管理費 50 501 0 

1101..備慶品弔購費入費 1301 660 ム 530

10101  0 

1123.雑助成費金支出 10521 1.072 ム 201北海道 、指*.Il:協議会会費他

14.負担金支出 13，2631 3，078 
医事聖者支出 16，341 301地区社協会議費用弁償他

1.会議費 129 99 

2.報償費 921 5301 391会議研修惚署

3旅費 2，2091 1，5351 6741事業用品費
||4民.消梢耗説明品費目品早早塾 100 ム 100

5041 246電話使用料・郵便料

||67回.通図信書運及搬印刷費費 1，675325C 9E 492592 77104|1行ボラ事ン用テ印ィ刷ア保費他険料他

||89.使役務用料質及賃借料 3765C8 423241 31239 4 t|研ホ講重要}修師支ム援会謝ベ等金兜】会章他ーシ場生更費徒新也入事学他祝金他
10.広報費 7541 1249 ム 495

1
1
1.諸謝金 1，1551 7551 400 

112援護費 911 76 15 

13.研修費 300 0 300 

I|111456.備助負成担品購金金入支支費出出 6，74E 6，379 370|地区社協・サロン運営費他

同F賛H有事貸棄付金!雨支出益支出 1H fi.703 8?R 477fi資金移 8 校之う

一 ド5会言一位聞繰一入金支 害罪悪=lM 与 協

さ必7W471山 ι三人予 n.2，82計三芯ね 溢 阿川 ?マシE吊
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平成25 (単位:千円)

勘定科目
本年度予算額 l前年度予算額 | 比較増ム減

(A) I (B) I (A-B) 備考
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平成25年度一般会計資金収支予算書(内訳表) (単位:千円)

勘定科目

障児が童い者・・
相談・

法人運営
調査研修・ 地域福祉 ボランティア

生活福祉
日常生活

広報推進 活動推進 活動推進 自立支援

大 中
事業 事業 事業 事業 母子福祉

資金貸付
事業

推進事業
事業

1.会 貨収 200 2，534 294 522 
人

11.寄附金収入 や:撚必、洋口平

12.その他の寄附金収入 没

3.経常経費補助金収入 F " 34，624 30，282 85 1，540 2，717 

11.道社協補助金収入 |、〆η>2;117 2，71 

1

2
市補江助在金苔収覆入

在 安

1 ....~; 3t9Q7 30，282 85 1，540 

1< )30;3o7 30，282 85 

2.地域福祉ふれあい事業費 ;5益C 1，540 
3 と惑

11.道社協助成金収入 / 

5.受託11金.市収受入託金収入
4“Vい占v山7 令一 .1';17 750 42C 

町九一

12.道社協受託金収入 %込町L 干U 750 420 

6.貸付11.金償償還還金金収収入入
一一ムJι山 ιJ γ 、χ、屯

7.共同募金配分金収入 5，872 1，217 3，315 947 393 

11.-般募金配分金収入 k .0，27;9 1，217 3，115 947 
12歳末たすけあし 入 lγ山、〆 :!593 200 393 

8.負担金収入 ド2;;::1;7，06 1，706 
9.利用料収入

10.雑11収.道入民間共済会 ;入

轟轟轟 tEK絞W燃>:;:以がJぶt4i>'t3639842 t 36 

1，369 

k辺、 5;703 2，148 2，508 647 400 
| γI 

[経常活動収入計](1: 目町、ダ54;0301" '35，54l γ4，OlO 下引5;849 3}428 又915 三乙3;8671山 ι420

1.人 干費支出 32;722 32，722 
1.給料 1 "2I'，464 21，464 

2.諸手当 1 <;>6，327 6，327 

3厚生費 4，931 4，9_3_l 
4.退職手当給与金 λA 九 ー

12.事努費支出 .;;6';，3J 6，311 
1会議費 22 222 
2.報償費 κ 日パ

3目旅費 ふ、

4.消耗品費 507 

5.通信運搬賛 ，to:<<:! 622 
6.図書及印刷費 λ 

)7! 277 

7.役務費 l33 133 

8.使用料及賃借料 i80 2，580 

9.車柄管理 R 下正 ; 728 728 

10.慶弔費 日."" .<;0 50 

11備品購入費 与、、ふ 130 130 
12.雑費 10 10 
13.助成金支出

14.負担金支出 、μ1 ;2 1.052 

13.事 築費支出 16;3 II 4，010 5，849 3，428 915 1，779 360 
1.会議費 89 20 20 
2.報償費

3旅費 738 82 31 70 
4.消耗品費 298 252 581 470 428 180 
5.消耗器具 a器費

6.通信運搬費 | 去三 7E 81 376 143 120 30 
7.図書及印刷費 |ヲ引:1'，6.39 1，393 150 20 36 40 
8.役務費 nペ 298 138 90 
9.使用料及賃借料 1:，日;、 3GO 127 100 133 

10.広報費 758 

11.諸謝金 氷河 54 515 209 10 20 

112.援護費 | く十二一三弓1';155 400 355 400 

113.研修費 1た元日消9.1 91 

114.備品購入費 民訴さ 300 

115.助成金支出 医 巧6¥749 100 3，975 2，210 464 
116.負担金支出 しv 一、ι

同l日5貸会U計付事単貸業位付貸関付支金出金支出支品
、私

; 5/703 3，555 2，088 60 

経常支出計[経常司-動支出計](2) 王61;077 42;588 1< 4;010 1: ><.5，849 1> 3A28 三915 03;867 420 

一.. 1賃銭明文文差額(3)'::(1)ー....(2)おふ ν 主主盆 7;047 E7，047 |、~叱 O|今、 J 〆O よそと;)0 ::.::0 %。
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(単位:千円)
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平成25年度公益事業特別会計資金収支予算書(集計表) (単位・千円)

勘定科目
本年度予算額 前年度予算額 比較増ム減

備考

大 中
(A) (B) (A-B) 

1.会費収入

2.寄附金収入
経 収 1寄附金収入
常 入 2その他の寄附金収入
活

3.経常経費補助金収入 980 982 ム 2動
1.道社協補助金収入

よ 2.市補助金収入 980 982 ム 2

る 1.社会福祉協議会運営費

収 2.地域福祉ふれあい事業費 980 982 62  福祉サービス事業
支 3.地域助け合い基盤整備事業費

4.助成金収入

1.道社協助成金収入

5.受託金収入 2，593 666 1，927 

1.市受託金収入 2，593 666 1，927 市民農園事業・介護支援ボランアイア事業

2.道社協受託金収入

6.貸付金償還金収入

1.償還金収入

7.共同募金配分金収入

1.一般募金配分金収入

2.歳末たすけあい配分金収入

8.負担金収入

9.利用料収入

10.雑収入

1.道民間共済会退職手当金収入

2雑収入

11.受取利息配当金収入 1 1 0預金利息

12.会計単位間繰入金収入

13.経理区分間繰入金収入

r広経常収入計[経常活動収入計](1) 3，574 I;649 Q~耳目

1.人件費支出

1.給料
支 2.諸手当
出 3.厚生費

4.退職手当給与金

2.事務費支出

1.会議費

2.報償費

3.旅費

4.消耗品費

5.通信運搬費

6.図書及印刷費

7.役務費

8.使用料及賃借料

9.車柄管理費

10.慶弔費

11.備品購入費

12.雑費

13.助成金支出

14.負担金支出

3.事業費支出 2，206 1，636 570 

1.会議費

2.報償費

3.旅費

4.消耗品費 292 68 224 市民農園・介護ボフンァィア事業用品

5.消耗器具什器費

6.通f日運搬費

7.図書及印刷費 230 。 230 ボフンァィア手帳他

8.役務費 1，065 1，010 55 自動消火器取付他

9.使用料及賃借料 344 303 41 市民農園ハウスリース料他

10広報費 20 。 20 

11諸謝金 215 215 0市民農園管理人

12.援護費

13.研修費

14.備品購入費

15助成金支出 40 40 0聴力障害者ファックス助成

16.負担金支出

4.貸付事業貸付金支出

1.貸付金支出

5.会計単位間繰入金支出 1，368 13 1，355 人件費・郵便料他一般会計へ

6.経理区分間繰入金支出

川 町 γ 経常支出計[経常活動支出計](2) 3，5.74 1，649 ム J 可 → ....1，925
ι 一一経常活動資金収支差額(3)'='{1)+{2) 干とト川 台。 。 o 

、
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平成25年度公益事業特別会計資金収支予算書(集計表) (単位:千円)

勘定科目
本年度予算額 前年度予算額 比較糟ム減

備考

大 中
(A) (B) (A-B) 

1.固定資産売却収入

施 収
1.基本財産売却収入

設 入
2その他の固定資産売却収入

整 l車柄運搬具売却収入

備 2器具及び備品売却収入
等 3ソフトウエア売却収入

よ
2ヌE入金収入

る 施設整備等収入計(4)
収 1.固定資産取得支出及び繰入支出
支 支 1.基本財産取得支出及び繰入支出

出
2.その他の固定資産取得支出

1.車柄運搬具取得支出

2.器具及び備品取得支出

3.ソフトウエア取得支出

2.元入金支出

施設整備等支出計(5)
施設整備等資金収支差額(6)= (4)"，，"， (5) 

1.積立預金取崩収入

財 収
1.備品等購入積立預金取崩収入

務 入
2.自動車購入積立預金取崩収入

活 3.退職手当積立預金取崩収入

動 4.福祉基金積立預金取崩収入

5.交通遺児援護金積立預金取崩収入
よ

6.60周年記念事業積立預金取崩収入
る
収 2.その他の収入

支I 財務収入計[財務活動等収入計J(7)

1.積立預金積立支出

支
1備品等購入積立預金積立支出

出
2自動車購入積立預金積立支出

3退職手当積立預金積立支出

5福祉基金積立預金積立支出

5.交通遺児援護金積立預金積立支出

6.60周年記念事業積立預金積立支出

2.その他の支出

3.流動資産評価減等による資金減少額等

1.徴収不能額

2その他流動資産評価額損

し財務支出計[財務活動等支出計](8)

財務活動資金収支差額[財務活動等資金収支差額]
(9) = (7)ー (8)

予備費(10)

当期資金収支差額合計(11)= (3) + (6) + (9)ー (10) 。 。 。
前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+ (12) 

15 



勘定科目

16 

(単位・千円)

受託事業

ふれあい l 介護支援
市民農園 lボランティア

事業 l 事業



勘定科目

17 

(単位・千円)

受託事業

ふれあい l 介談支援
市民農園 lボランティア

事業 l 事業



平成25年度貸付事業特別会計資金収支予算書(集計表) (単位:千円)

勘定科目
本年度予算額 l前年度予算額| 比較増ふ滅

(A) 1 (B) 1 (A← B) 
備考

斗4ヱ
1.会費収入

2.寄附金収入

経|収| 正吾雨蚕収入
常|入| 廿云云云三主L
ザ 1/'1 胞.その他の寄附金収入

五113.経常経費補助金収入

己I I ~道社協補助金収入
ょ1 1 12.市補助金収入

る1 1 1 11.社会福祉協議会運営費

収1 1 1 12.地域福祉ふれあい事業費

又 11 1 13.地域助け合い基盤整備事業費

4.助成金収入

11.道社協助成金収入

5.受託金収入

目1市受託金収入

2.道社協受託金収入

6.貸付金償還金収入

11.償還金収入

7.共同募金配分金収入

目1一般募金配分金収入

2.歳未たすけあい配分金収入

8.負担金収入

9.利用料収入

10.薙百天一
1.m.B';商共済会退職手当金収入

2.雑収入

11.受取利息配当金収入

12.会計単位向繰入金収入

13.経理区分間繰入金収入

寸経常収入計[経常活動収入計](1)

目1.人件費支出

τ藷存-

2諸手当

3.厚生費

4退職手当給与金

2.事務費支出

τ至吾妻
2.報償費

3.旅費

6，100 
6，100 

6，800 
6，800 一金一還一償

ハU
一ハ
υ

n
U
一ハ
U

ヴ

d

一マ
t

ム
一A

01預金利息

Iソ ヘ 6，1011 ... 6，8011ぷぷ三 6:7001ぷ〆渋川川日 出 υ

支
出

4.消耗品費

5.通信運搬費

6.図書及印刷費

7.役務費

8.使用料及賃借料

9.車柄管理費

10.慶弔費

11.備品購入費

12雑費

13.助成金支出

14負担金支出

3.事業費支出

τ至吾妻
2.報償費

3.旅費

4.消耗品費

5.消耗器具什器費

6.通信運搬費

7.図書及印刷費

8.役務費

9.使用料及賃借料

10.広報費

11.諸謝金

12援護費

13研修費

14.備品購入費

15.助成金支出

16.負担金支出

4.貸付事業貸付金支出

l l貸付金支出

5.会計単位間繰入金支出

6.経理区分間繰入金支出

I 経常支出計[経常活扇支函許](2)

経常活動資金収支差額(3).c=(1)ー (2)

6，000 
6，000 

1 

6，500 
6，500 

1 

ム 500

E高司歪付金

。|預金利息一般会計へ

16，0011 ι日 6，5011可 J 日 85001

、 ヘ 3001 L'，. 200 1 斗レ

18 



平成25 (単位:千円)

勘定科目
本年度予算額 l前年度予算額| 比較増A減

(A) I (B) I (A-B) 
備 考

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11}+(12)

19 



平成25年度貸付事業特別会計資金収支予算書(内訳表) (単位千円)

勘定科目

20 

福祉資金
貸付事業



平成25年度貸付事業特別会計資金収支予算書(内訳表) (単位.千円)

勘定科目

21 

福祉資金
貸付事業


